
項番 研修項目 学ぶべき事項 到達目標
1 患者等に寄り添っ

た薬物療法支援と
薬剤師（がん）

chapter1
・がん対策の意義、治療における薬剤師の目標
・がん患者及び家族の心理・心情の特徴

chapter2
・がんの薬物療法の副作用の種類・発現時期・対処法

chapter3
・がん患者インタビューのポイント、薬学的管理指導
（フォローアップ）例

「がん」に関して、以下のa.～d.全般を理解し、薬学
的な知見を踏まえて分析・評価を行うことにより、適
切な服薬指導・薬学的管理につなぐことができる。
「a.疾患特性の理解」「b.医薬品特性の理解」「c.患
者基礎情報の収集」「d.患者及び患者家族の心情の理
解」
ポイント：
・がんの疫学と治療目標について理解する。
・がん患者及び家族の心理・心情を理解する。
・がんの薬物療法の副作用を理解する。
・がん患者への薬学的管理指導について理解する。

2 患者等に寄り添っ
た薬物療法支援と
薬剤師（脳卒中）

chapter1
・脳卒中対策の意義
・脳卒中患者及び家族の心理・心情の特徴
・治療における薬剤師の目標
・脳卒中患者インタビューのポイント、薬学的管理指
導（フォローアップ）例

chapter2
・脳卒中再発の危険因子
・再発予防のための生活習慣改善、指導のポイント
・脳卒中早期発見のために必要な知識共有

「脳卒中」に関して、以下のa.～d.全般を理解し、薬
学的な知見を踏まえて分析・評価を行うことにより、
適切な服薬指導・薬学的管理につなぐことができる。
「a.疾患特性の理解」「b.医薬品特性の理解」「c.患
者基礎情報の収集」「d.患者及び患者家族の心情の理
解」
ポイント：
・脳卒中対策の意義について理解する。
・脳卒中患者及び家族の心理・心情を理解する。
・脳卒中患者治療における薬剤師の目標について理解
する。
・脳卒中患者への薬学的管理指導について理解する。
・脳卒中再発の危険因子について理解する。
・再発予防のための生活習慣改善、患者指導のポイン
トについて理解する。
・脳卒中早期発見のために必要な知識について理解す
る。

3 患者等に寄り添っ
た薬物療法支援と
薬剤師（心不全）

【総論】

chapter1【理論編】
・慢性心不全の成因分類と特徴、病態分類とその特徴
・慢性心不全の薬物療法（薬効群ごとの特徴）
・慢性心不全発症予防のための生活習慣及び適切な運
動習慣
・慢性心不全患者及び家族の心理・心情の特徴
・慢性心不全対策の意義、治療目標

chapter2【実践編】
・慢性心不全患者インタビューのポイント、薬学的管
理指導（フォローアップ）例

「慢性心不全」に関して、以下のa.～d.全般を理解
し、薬学的な知見を踏まえて分析・評価を行うことに
より、適切な服薬指導・薬学的管理につなぐことがで
きる。
「a.疾患特性の理解」「b.医薬品特性の理解」「c.患
者基礎情報の収集」「d.患者及び患者家族の心情の理
解」
ポイント：
・慢性心不全の成因分類と病態分類について理解す
る。
・慢性心不全の薬物療法について理解する。
・慢性心不全発症予防のための生活習慣・運動習慣に
ついて理解する。
・慢性心不全患者及び家族の心理・心情を理解する。
・慢性心不全対策の意義、治療目標について理解す
る。
・慢性心不全患者への薬学的管理指導について理解す
る。

4 患者等に寄り添っ
た薬物療法支援と
薬剤師（糖尿病）

chapter1
・糖尿病対策の意義、治療における薬剤師の目標
・糖尿病患者及び家族の心理・心情の特徴
・糖尿病患者インタビューのポイント、薬学的管理指
導（フォローアップを含む）例

chapter2
・低血糖、シックデイ対策とフォローアップのための
患者支援
・インスリントラブル対策とフォローアップのための
患者支援

「糖尿病」に関して、以下のa.～d.全般を理解し、薬
学的な知見を踏まえて分析・評価を行うことにより、
適切な服薬指導・薬学的管理につなぐことができる。
「a.疾患特性の理解」「b.医薬品特性の理解」「c.患
者基礎情報の収集」「d.患者及び患者家族の心情の理
解」
ポイント：
・糖尿病対策の意義、治療における薬剤師の目標を理
解する。
・糖尿病患者及び家族の心理・心情の特徴を理解す
る。
・糖尿病患者への薬学的管理指導について理解する。
・低血糖、シックデイ対策、インスリントラブル対策
とフォローアップについて理解する。

5 患者等に寄り添っ
た薬物療法支援と
薬剤師（精神疾
患）

・精神疾患対策の意義
・精神疾患治療における薬剤師の目標
・精神疾患患者及び家族の心理・心情の特徴

統合失調症、大うつ病と双極性障害、認知症、発達障
害に関して
・疫学・症状・薬学的管理指導例

「精神疾患」に関して、以下のa.～d.全般を理解し、
薬学的な知見を踏まえて分析・評価を行うことによ
り、適切な服薬指導・薬学的管理につなぐことができ
る。
「a.疾患特性の理解」「b.医薬品特性の理解」「c.患
者基礎情報の収集」「d.患者及び患者家族の心情の理
解」
ポイント：
・精神疾患対策の意義と治療目標について理解する。
・精神疾患患者及び家族の心理・心情を理解する。
・精神疾患の疫学・症状・治療について理解する。
・精神疾患患者への薬学的管理指導について理解す
る。

6 薬局薬剤師が取り
組むAMR対策

【総論】
・世界及び日本におけるAMRの現状
・薬剤耐性のメカニズム
・AMR対策アクションプランと日本の現状
・抗菌薬使用サーベイランスとその活用

【薬局薬剤師の立場から】
・服薬アドヒアランス向上につながる患者指導の方法
及び抗菌薬投与時の注意事項
・医師への疑義照会時のポイント
・抗菌薬の予防投与時の注意事項
・薬局における「抗微生物薬適正使用の手引き」の活
用方法
・薬局での抗菌薬使用量調査の有用性
・市民対象のAMR教育活動の方法

AMR対策を薬局で実践するために、基本情報及び具体
的な対策手段を理解する。
ポイント：
・AMRの現状について理解する。
・薬剤耐性のメカニズムについて理解する。
・AMR対策アクションプランについて理解する。
・抗菌薬使用サーベイランスについて理解する。
・抗菌薬投与時の注意事項について理解する。
・医師への疑義照会時のポイントについて理解する。
・抗菌薬の予防投与について理解する。
・「抗微生物薬適正使用の手引き」の活用について理
解する。
・薬局での抗菌薬使用量調査の有用性について理解す
る。
・市民対象のAMR教育活動の方法について理解する。
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